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報告 
データサイエンスのための統計教育とその効果 
―統計解析ソフトウェア R を用いた授業の報告― 
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ルであるデータサイエンティストを専門で養成する“データサイエンス学部”が，2017 年 4 月に

















２． R を用いた授業内容 
2017 年度より，理学部数学科 2 年生の前期に開講される，「数式処理による統計（実習含む）」
の講義を担当している（注 1）。坂戸キャンパスの清光会館 303 教室にて，学内情報教育環境を
使用してパソコン実習を行っている。R を用いたパソコン実習を通して，データ解析およびプロ
グラミングの基礎を学び，データの整理・視覚化，シミュレーションなど，統計的分析の理解を





















ログラミングに関する内容を扱った。10，11 コマ目では、コードを繰り返して実行する for 文
と，条件を分岐する if 文・else 文を扱った。for 文はコードの簡略化や計算負荷の削減のため






注 1  2018 年度より，科目名が「コンピュータによる統計」に変更。 










Q5，Q6 は，「全くそうは思わない」と回答した者が 0 人であったため，表記を省略している。










「担当教員に質問した」の質問には，「強くそう思う」が 1 人，「そう思う」が 3 人，「どちらと
もいえない」が 4 人，「そうは思わない」が 3 人，「全くそうは思わない」が 0 人であった。今後
は TA をつけるなどし，課題が分からず一人で悩んでいる学生にも声かけを行っていきたい。





理解できたと回答した。Q4 から Q6 の結果より，興味を惹くような適度な難易度の授業になっ
ていると言える。この他にも，「この授業を 10 点満点で採点してください」の問いの集計結果
は，平均約 8.44 点，標準偏差約 1.68，最高点 10 点，最低点 2 点であり（無回答 2 名），「この
授業で良かったと思う点を書いてください」の問いには， 
コマ 内容 コマ 内容 
1 R の基本操作，ベクトルの計算 7，8 関数の作成 
2 行列の計算 9 演習 
3 グラフの作成 10，11 プログラミング入門，if 文，else 文，for 文 
4 1 次元データ解析，平均，分散，標準偏差 12 演習 
5 2 次元データ解析，散布図，相関係数 13，14 シミュレーション入門，乱数の発生 
6 回帰分析 15 演習 





































だけでなく，機械学習や深層学習を行う際に用いられる Linux や Python などを授業に取り入




Q1 この授業を履修した動機は                Q2 この授業への取り組みについて 
シラバスを見て興味を持ったから              ノートを取るように努力した 
 
Q3 この授業で理解できない部分があったとき               Q4 この授業について 
友人と話し合った                                         内容の程度が高すぎた 
 
Q5. 授業内容について                 Q6 この授業に対する満足度について 
興味深い内容であったか               内容がよく理解できた（分かりやすかった） 
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